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端末利用者が施す措置の一覧表 

 表内には端末利用者に推奨する措置を記述。(op)は、条件によっては、影響等を十分考

慮したうえで取り得る措置の一つを記述。 

  Ａ 機械・館内放送設備等の自動制御 
Ｂ オペレーターを介した機械・館内放送設備

等の制御 

Ｃ 端末の報知による人の危
険回避 

機械等の制御 

館内放送 
警報相当の強
い揺れの予想
のみ報知 

その他の緊急
地震速報(業)
の報知 

不特定多数向
けの警報に整
合した放送 

その他 

気象庁が緊急地震速
報(予報)を発表して
から端末が報知また
は制御を開始するま
でに要する時間 

１秒以内 １秒以内 １秒以内 １秒以内 １秒以内 

気象庁から端末まで、
配信をとぎれさせな
いような対策 

十分とられてい
るもの 

十分とられて
いるもの 

十分とられて
いるもの 

十分とられて
いるもの 

十分とられて
いるもの 

時刻合わせ ±１秒以内 ±１秒以内 ±１秒以内 ±１秒以内 ±１秒以内

配信・許可事業者によ
るサポート 

充実しているも
の 

充実している
もの 

充実している
もの 

充実している
もの 

充実している
もの 

耐震固定等地震の揺
れへの対策 

推奨 推奨 推奨 推奨 推奨 

無停電化 推奨 推奨 推奨 推奨 推奨 

端末の冗長化 推奨 推奨 推奨 オプション オプション

回
線 

常時接続できる回
線 

必須 必須 必須 必須 必須 

専用線等信頼性の
高い回線 

推奨 推奨 推奨 オプション オプション

サーバー端末間の物
理回線の冗長化 

推奨 推奨 推奨 オプション オプション

予想した猶予時間 猶予時間がない
場合でも利用 

猶予時間がな
い場合でも利
用 
 

猶予時間＋10

秒程度は安全

確保を促す放

送を継続。 

猶予時間がな
い場合でも利
用 
 

猶予時間＋10

秒程度は安全

確保を促す放

送を継続 

猶予時間がな
い場合でも利
用 
 
猶予時間＋10
秒程度は安全
確保を促す報
知を継続 

猶予時間がな
い場合でも利
用 

 

猶予時間＋10

秒程度は安全

確保を促す報

知を継続 

予想した震度 制御先の強度等
に応じた設定震
度 

警報に整合 
 
 

施設の安全性
による設定震
度 

警報に整合 
  

端末利用者の
必要性に応じ
た設定震度 

精度情報 
(凡例) 
100ガル：100ガル超

え緊急地震速報 
１点:１観測点のデ

ータに基づく緊急
地震速報(業) 

複数点：複数観測点
のデータに基づく
緊急地震速報(業) 

複数点を利用 
(op)100ガル、1
点等は制御の準
備に利用 
 
(op)迅速な制御
を行う際には、
100ガル、1点も利
用 

警報に整合 
100ガル、１点
等は放送の準
備に利用 
 
 

複数点を利用
100ガル、１点
等は放送の準
備に利用 

警報に整合 複数点を利用
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  Ａ 機械・館内放送設備等の自動制御 

Ｂ オペレーターを介した機械・館内放送設備等の

制御 

Ｃ 端末の報知による人の

危険回避 

機械の制御 

館内放送 
警報相当の

強い揺れの

予想のみ報

知 

その他の緊急

地震速報(業)

の報知 

不特定多数

向けの警報

に整合した

放送 

その他 

深発地震について
の緊急地震速報
(業)  
 

利用しない 
 
(op)東日本太平洋
側では利用 

警報に整合 利用しない 
 
(op)東日本太平洋
側では利用 

警報に整合 利用しない 
 
(op)東日本太
平洋側では利
用 

放送・報知内容  NHKチャイ

ム音の後に

「地震で

す。落ち着

いて身を守

ってくださ

い。」を利用

 

放送した後

は、実際の

震度を放送

NHK チャイム音

の後に「地震です。

落ち着いて身を守

ってください。」を

利用 

放送した後は、実

際の震度を放送 

 

(op)騒音等で放送

が聞き取りにくい

条件下では、認識

しやすい内容で放

送 

NHKチャイ

ム音 

 

具体的な予

想震度、猶予

時間は報知

しない 

 

 

NHKチャイム

音 

 

具体的な予想

震度、猶予時間

は報知しない 

 

(op)誤差につ

いて理解して

いれば、具体的

な予想震度、猶

予時間を報知 

緊急地震速報(業)

で制御、放送、報

知を行った後に同

一地震または別の

地震について提供

される緊急地震速

報(業)  

 

予想した震度によ

って異なる制御内

容があり、制御開

始後であっても制

御内容の変更が許

される制御対象の

場合で、かつ、予

想した震度が大き

くなる場合には制

御内容を変更。予

想した震度が小さ

くなる場合の変更

には十分な留意が

必要。 

震度の違いによっ

て制御の内容を変

えていない場合や

制御開始後は制御

内容の変更が許さ

れない制御対象の

場合では用いない 

放送内容は

変更しない

 

予想した震度によ

って放送を変えて

おり、放送対象者

が放送の変更に対

応が可能な場合

で、かつ、放送後

の予想した震度が

大きくなる場合に

は震度に応じた内

容を放送。予想し

た震度が小さくな

る場合の変更には

十分な留意が必要

震度の違いによっ

て放送の内容を変

えていない場合や

放送対象者が放送

の変更に対応でき

ない場合では用い

ない 

報知内容は

変更しない 

 

予想した震度

または猶予時

間を報知して

いる場合は予

想した震度が

大きくなる場

合または猶予

時間が短くな

る場合に報知

内容を変更 
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  Ａ 機械・館内放送設備等の自動制御 

Ｂ オペレーターを介した機械・館内放送設備等

の制御 

Ｃ 端末の報知による人の

危険回避 

機械の制御 

館内放送 警報相当の

強い揺れの

予想のみ報

知 

その他の緊急

地震速報(業)

の報知 

不特定多数向

けの警報に整

合した放送 

その他 

キャンセル報 制御やその

準備に利用

された緊急

地震速報に

対して提供

された場合

は解除や解

除の判断に

利用 

放送やその

準備に利用

された緊急

地震速報に

対して提供

された場合

は解除や解

除の判断に

利用 

放送やその準備

に利用された緊

急地震速報に対

して提供された

場合は解除や解

除の判断に利用 

報知した緊

急地震速報

に対して提

供された場

合は報知 

報知した緊急

地震速報に対

して提供され

た場合は報知

試験 テスト報を

受けて行う

試験を実施 

ただし、普段

はテスト報

により動作

や制御をし

ない設定と

すること 

テスト報を

受けて行う

試験を実施 

ただし、普段

はテスト報

により動作

や放送をし

ない設定と

すること 

テスト報を受け

て行う試験を実

施 

ただし、普段はテ

スト報により動

作や放送をしな

い設定とするこ

と 

テスト報を

受けて行う

試験を実施 

ただし、普

段はテスト

報により動

作や報知を

しない設定

とすること 

テスト報を受

けて行う試験

を実施 

ただし、普段

はテスト報に

より動作や報

知をしない設

定とすること

訓練 端末が持つ

訓練機能ま

たは訓練報

を端末が受

けて行う訓

練を実施 

ただし、普段

は訓練報に

より動作や

制御をしな

い設定とす

ること 

(Ｂに限る) 

端末が持つ

訓練機能ま

たは訓練報

を端末が受

けて行う訓

練を実施 

ただし、普段

は訓練報に

より動作や

放送をしな

い設定とす

ること 

端末が持つ訓練

機能または訓練

報を端末が受け

て行う訓練を実

施 

ただし、普段は訓

練報により動作

や放送をしない

設定とすること 

端末が持つ

訓練機能ま

たは訓練報

を端末が受

けて行う訓

練を実施 

ただし、普

段は訓練報

により動作

や報知をし

ない設定と

すること 

端末が持つ訓

練機能または

訓練報を端末

が受けて行う

訓練を実施 

ただし、普段

は訓練報によ

り動作や報知

をしない設定

とすること 

配信・許可事業者へ

の連絡 

推奨 推奨 推奨 推奨 推奨 

 


